
様式１　　

№ 09040010

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

131 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

増養殖施設整備 増養殖施設整備
　雄武魚田地区   A=3,400㎡ 　雄武魚田地区   A=3,400㎡
　　　　　　　　 　　　　　　　　

○総事業費　８０，０００千円 ○総事業費　８０，０００千円

16,000 8,000 8,000 0
0
0

12,800 6,400 6,400
3,200 1,600 1,600

0
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 増養殖整備面積　A=3,400㎡ 増養殖整備面積 A=3,400㎡
年 度 達 成 率 0% 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

水産資源の保護・増大

事 業 名 水産環境整備事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成30年度～平成31年度
事業主体 北海道

関 係 課
事業指標 増養殖整備面積

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 A=6,800㎡
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

増養殖施設整備（囲い礁）に係る地元負担金
　・雄武魚田地区　A= 6,800㎡（全体12,000㎡）

　地元負担　　１６，０００千円
  総事業費　１６０，０００千円　

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

　（漁協分担金）

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・水産環境整備事業債

・水産環境整備事業分担金

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続無し）

第５期計画からの継続
（継続有り） #DIV/0! #DIV/0!
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様式１　　

№ 09040020

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
1 ○平成３５年度～３９年度　総事業費10,000千円（2,000千円/年）

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度 　・平成３６年度　沢木沖　2,400t　
担 当 課 9 産業振興課 　・平成３７年度　幌内沖　2,400t　

#N/A 　・平成３８年度　魚田沖　2,400t
#N/A 　・平成３９年度　雄武沖　2,400t

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

131 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

貝殻散布による底質改良 貝殻散布による底質改良 貝殻散布による底質改良
魚田沖　Ｃ海域　２，４００ｔ 雄武沖　Ｂ海域　２，４００ｔ 幌内沖　Ｄ海域　２，４００ｔ 魚田沖　Ｃ海域　２，４００ｔ

○総事業費　１１，４６８千円 ○総事業費　１１，４６８千円 ○総事業費　１１，４６８千円
　・散布費用　１１，２３２千円 　・散布費用　１１，２３２千円 　・散布費用　１１，２３２千円
　・雑費　　　　　　　２３６千円 　・雑費　　　　　　　２３６千円 　・雑費　　　　　　　２３６千円

　○財源内訳　　 　○財源内訳　　 　○財源内訳　　 　○財源内訳　　 　○財源内訳　　 　○財源内訳　　
　　・自己財源　　 ４７，３４０千円 　　・自己財源　　 　９，４６８千円 　　・自己財源　　 　９，４６８千円 　　・自己財源　　 　９，４６８千円 　　・自己財源　　 　９，４６８千円 　　・自己財源　　 　９，４６８千円

　　・町補助金　 　　２，０００千円 　　・町補助金　 　　２，０００千円 　　・町補助金　 　　２，０００千円 　　・町補助金　 　　２，０００千円 　　・町補助金　 　　２，０００千円

10,000 2,000 2,000 2,000
0
0

10,000 2,000 2,000 2,000
0
0
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 貝殻散布量　2,400ｔ 貝殻散布量　2,400ｔ 貝殻散布量　2,400ｔ
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

実
績
事
業
費

（継続有り）

（実施内容等）

※事務事業評価結果

2,000

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 2,000

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

2,000

そ 　の 　他

関
連
事
項

※事務事業評価結果

関 係 課

事　　　業　　　内　　　容

事業指標

当海域の海底は、細砂の底質が多く下場がやわ
らかく漁獲効率を下げているため、稚貝放流前

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　　・散布費用　　  ５６，１６０千円

に貝殻を散布し、漁場改良を実施する。

全　　　体　　　計　　　画

2,400t/年
町民参加
町民協働

貝殻散布量

事　業　内　容

　・平成３５年度　雄武沖　2,400t

地　 方 　債

0

道 支 出 金

（実施内容等）

事　　業　　費　（千円）
国庫支出金

　特定財源の名称

貝殻散布による底質改良
沢木沖　Ｃ海域　２，４００ｔ

事  業  内  容

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

事 業 優 先 度 Ａ

平成　３２　年度 平成　３４　年度

無

【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～

雄武漁業協同組合

事業目標

事 業 名

政策目標

単位施策
水産業の振興
水産資源の保護・増大

事業期間
事業主体

ほたて漁場貝殻散布事業

平成30年度～平成34年度

基本施策

後期計画への継続

・ほたて漁場貝殻散布事業債

第５期計画からの継続
（継続有り）

一 般 財 源

財
源
内
訳

貝殻散布量　2,400ｔ
0%
0%

貝殻散布量　2,400ｔ

0%
0%

0

　・雑費　　　　　　　２３６千円

貝殻散布による底質改良

地　 方 　債
そ 　の 　他

2,000

○総事業費　１１，４６８千円
　・散布費用　１１，２３２千円
　・雑費　　　　　　　２３６千円

　　・雑費　　　　　　　１，１８０千円

（ほたて砕け貝の削減及び漁獲効率の向上を図
　る。）
　○総事業費　  　５７，３４０千円

　　・町補助金　 　１０，０００千円

○総事業費　１１，４６８千円
　・散布費用　１１，２３２千円
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様式１　　

№ 09040050

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

131 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

《元稲府漁港内》 《元稲府漁港内》 《元稲府漁港内》 《元稲府漁港内》 《元稲府漁港内》
　稚なまこ放流・効果調査 　稚なまこ放流・効果調査 　稚なまこ放流・効果調査 　稚なまこ放流・効果調査 　稚なまこ放流・効果調査
《西外防波堤裏》 《西外防波堤裏》 《西外防波堤裏》 《西外防波堤裏》 《西外防波堤裏》
　石詰礁設置（150基）、親なまこ移植外 　親なまこ移植、効果調査 　親なまこ移植、効果調査 　親なまこ移植、効果調査 　親なまこ移植、効果調査
《外海施設》※禁漁区指定 《外海施設》※禁漁区指定 《外海施設》※禁漁区指定 《外海施設》※禁漁区指定 《外海施設》※禁漁区指定
　漁場調査 　石詰礁設置（150基）、親なまこ移植 　石詰礁設置（150基）、親なまこ移植 　石詰礁設置（150基）、親なまこ移植 　石詰礁設置（150基）、親なまこ移植

　 　効果調査 　効果調査 　効果調査

○事業費　　　　　２，０００千円 ○事業費　　　　　２，０００千円 ○事業費　　　　　２，０００千円 ○事業費　　　　　２，０００千円 ○事業費　　　　　２，０００千円
　・施設設置費　　　 ３５０千円 　・施設設置費　　　 ３５０千円 　・施設設置費　　　 ３５０千円 　・施設設置費　　　 ３５０千円 　・施設設置費　　　 ３５０千円
　・放流費　　　　　 　６５０千円 　・放流費　　　　　 　６５０千円 　・放流費　　　　　 　６５０千円 　・放流費　　　　　 　６５０千円 　・放流費　　　　　 　６５０千円
　・調査費　　　　 １，０００千円 　・調査費　　　　 １，０００千円 　・調査費　　　　 １，０００千円 　・調査費　　　　 １，０００千円 　・調査費　　　　 １，０００千円
○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳
　・自己財源　　　１，０００千円 　・自己財源　　　１，０００千円 　・自己財源　　　１，０００千円 　・自己財源　　　１，０００千円 　・自己財源　　　１，０００千円
　・町補助金　　　１，０００千円 　・町補助金　　　１，０００千円 　・町補助金　　　１，０００千円 　・町補助金　　　１，０００千円 　・町補助金　　　１，０００千円

5,000 1,000 1,000 1,000
0
0
0
0

5,000 1,000 1,000 1,000
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 増養殖試験調査箇所所　3箇所 増養殖試験調査箇所　3箇所 増養殖試験調査箇所　3箇所
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武漁業協同組合

関 係 課

水産資源の保護・増大 ○平成３５年度～３９年度　総事業費５，０００千円（1,000千円/年）

事 業 名 なまこ増養殖事業

事業指標 増養殖試験調査箇所

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 3箇所/年
町民参加

無
町民協働

　・施設設置等　　１，７５０千円

　・町補助金　　　　５，０００千円

○財源内訳
　・自己資金　　　　５，０００千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　・放流費　　　　　３，２５０千円
　・調査費　　　　　５，０００千円

○総事業費　　１０，０００千円

天然なまこの資源増大を図るため、既存の元稲府
漁港内及び西外防波堤裏施設に加え、天然漁場
へ新増殖施設を整備する。また、元稲府漁港内で
稚なまこを親なまこまで生育させ、他の施設へ移
植し、天然育成環境等の試験調査を実施する。

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,000 1,000

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 1,000 1,000

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 増養殖試験調査箇所　3箇所 増養殖試験調査箇所　3箇所
（継続有り） 0% 0%
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様式１　　

№ 09040060

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

4 住民生活課
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

131 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

海岸漂着物等処理業務委託 海岸漂着物等処理業務委託 海岸漂着物等処理業務委託
（一時堆積流木運搬・処理） （一時堆積流木運搬・処理） （一時堆積流木運搬・処理）
事業費　400千円 事業費　400千円 事業費　400千円

2,000 400 400 400
0
0
0
0

2,000 400 400 400
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 流木処理　一式 流木処理　一式 流木処理　一式
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 流木処理　一式 流木処理　一式
（継続有り） 0% 0%

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 400 400

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 400 400

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

海岸漂着物等処理業務委託 海岸漂着物等処理業務委託
（一時堆積流木運搬・処理） （一時堆積流木運搬・処理）

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

・総事業費　２，０００千円　

　例年、台風時期に河川等からの流木が沖に流
れ、サケ定置網漁等への甚大な被害を及ぼす危
険性があることから、漁業者等が一時堆積した流
木の処理を行う。

事業費　400千円 事業費　400千円

事業目標 流木処理　一式
町民参加

有 漁業者等による流木の一時集積
町民協働

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 流木処理

水産資源の保護・増大 平成３５年度～３９年度　２，０００千円（400千円/年）

事 業 名 海岸漂着物等処理事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

160



様式１　　

№ 09040070

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

《雄武漁港》 《雄武漁港》 《雄武漁港》
　北防波堤（実施設計）一式 　北防波堤（補修）L=113m 　清浄海水施設（補修）
　船揚場（実施設計）一式　外 　船揚場（補修）L=25m　外 　総事業費　8,000千円
　総事業費　23,000千円 　総事業費　150,000千円 　地元負担　　800千円
　地元負担　 2,266千円 　地元負担　9,666千円
《幌内漁港》 《幌内漁港》 《幌内漁港》
　－3.0m航路（浚渫）A=900㎡ 　－2.5m泊地（浚渫）A=3,600㎡ 　-2.0m泊地（浚渫）A=1,000㎡
　道路（補修）L=17.7m　外 　総事業費　30,000千円 　総事業費　15,000千円
　総事業費　48,000千円 　地元負担　－ 　地元負担　－
　地元負担　 1,200千円 《沢木漁港》
《沢木漁港》 　-4.0ｍ航路（実施設計）一式 《沢木漁港》
　-3.5m泊地（浚渫）A=10,000㎡ 　-3.5m泊地（浚渫）A=9,000㎡ 　－4.0m航路（浚渫）A=32,000㎡
　総事業費　25,000千円 　総事業費　30,000千円 　総事業費　54,000千円
　地元負担　－ 　地元負担　－ 　地元負担　－

14,532 3,466 9,666 800
0
0

10,400 2,700 7,700
2,906 693 1,933 160
1,226 73 33 640

0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

　事業分担金（漁協分担金） 【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 工事進捗率　100% 工事進捗率　100% 工事進捗率　100%
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 工事進捗率　100% 工事進捗率　100%
（継続有り） 0% 0%

・水産物供給基盤機能保全

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・水産物供給基盤機能保全

　事業債

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債
そ 　の 　他 80 40

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 400 200

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 320 160

　総事業費　１０９，０００千円
　地元負担　－《外郭施設のため負担なし》

　地元負担　１，２００千円
○沢木漁港

　総事業費　１２３，０００千円
○幌内漁港 　地元負担　－

　総事業費　３３７，０００千円 　－2.5m泊地（浚渫）A=3,500㎡

《雄武漁港》 《雄武漁港》
準化するために、施設の老朽化状況を調べる機 　北防波堤（補修）L=73m 　清浄海水施設（補修）

　地元負担　　400千円
○雄武漁港 《幌内漁港》

能診断の結果に基づいた機能保全計画を策定し、 　清浄海水施設（実施設計）一式 　総事業費　2,000千円
機能保全・更新工事を行う。 　総事業費　154,000千円 　地元負担　　200千円

　地元負担　１３，３３２千円 　総事業費　30,000千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　漁港施設の長寿命化を図りつつ、更新コストを平

事業目標 100%
町民参加

無
町民協働

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業期間 平成30年度～平成34年度         　          用地護岸（補修）L=10m、清浄海水施設（補修）一式
事業主体 北海道

関 係 課
事業指標 工事進捗率

経営基盤の強化 　・事業期間　平成３０年度～３９年度

事 業 名 水産物供給基盤機能保全事業 　・総事業費　357,000千円
　・事業内容　北防波堤（補修）L=113m、船揚場（補修）L=25m

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ 《雄武漁港》

単位施策

161



様式１　　

№ 09040080

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

　北護岸（新設）一式 　北護岸（新設）一式 　-4.0m航路（新設）A=2,200㎡
　西護岸（新設）L=130m 　西護岸（新設）一式 　-3.5m泊地（新設）A=1,900㎡
　-3.5m泊地（実施設計）一式 　-3.5m泊地（新設）A=1,900㎡ 　総事業費　60,000千円
　-2.0m泊地（新設）A=1,400㎡ 　-2.0m泊地（提体撤去） 　地元負担　－
　-2.0m物揚場（新設）A=69m 　-3.5m岸壁（実施設計）一式
　船揚場（新設）L=17.8m 　-2.0m物揚場（新設）一式
　道路（実施設計）一式 　船揚場（新設）L=10m
　用地護岸（新設）L=26.5m 　道路（新設）L=184m
　用地（実施設計）一式 　用地護岸（新設）一式
　総事業費　174,000千円 　用地（新設）A=630㎡
　地元負担　　17,400千円 　総事業費　176,000千円

　地元負担　　11,333千円

42,983 17,400 11,333 0
0
0

34,300 13,900 9,000
8,596 3,480 2,266

87 20 67
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 工事進捗率　100% 工事進捗率　100% 工事進捗率　100%
年 度 達 成 率 0% 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

　幌内漁港の外郭・水域・係留・輸送施設・用地埋
立整備

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 工事進捗率　100% 工事進捗率　100%
（継続有り） 0% #DIV/0!

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　（漁協分担金）

・幌内地区（幌内漁港）水産

　生産基盤整備事業分担金
関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・幌内地区（幌内漁港）水産

　生産基盤整備事業債

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債 11,400
そ 　の 　他 2,850

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 14,250 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

○総事業費　６０４，０００千円 　道路（新設）L=126m 　総事業費　60,000千円
計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　-3.5m泊地（新設）A=1,900㎡ 　-4.0m航路（新設）A=2,100㎡

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

　地元負担　４２，９８３千円 　総事業費　134,000千円 　地元負担　－
　地元負担　　14,250千円

　-3.5m岸壁（新設）L=80.6m 　-3.5m泊地（新設）A=1,900㎡

事業目標 100% 　　　用地護岸（新設）L=26.5m、用地（新設）A=630㎡
町民参加

無
町民協働

事業期間 平成30年度～平成34年度        -4.0m航路（新設）A=6,400㎡、-3.5泊地（新設）A=9,500㎡
事業主体 北海道

関 係 課        -3.5m岸壁（新設）L=80.6m、-2.0m物揚場（新設）L=69m
事業指標 工事進捗率 　　　船揚場（新設）L=25.1m、道路（新設）L=310m

経営基盤の強化 　・事業期間　平成３０年度～３５年度

事 業 名 幌内地区（幌内漁港）水産生産基盤整備事業 　・総事業費　604,000千円
　・事業内容　北護岸（新設）L=16m、西護岸（新設）L=130m

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

162



様式１　　

№ 09040090

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他） ・事業内容　　
見 直 し 年 度 　外防波堤（新設）L=5.5m、第3外防波堤（新設）L=80m
担 当 課 9 産業振興課 　北防波堤（新設）L=41m、北護岸（新設）L=164m、

#N/A 　-4.0ｍ岸壁（新設）L=90m、道路（新設）L=100m、用地A=2,560㎡
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

　外防波堤（設計）一式 　第3外防波堤（新設）L=40m 　北防波堤（新設）L=41m
　第3外防波堤（設計）一式 　総事業費　500,000千円 　北護岸（新設）L=54m
　総事業費　40,000千円 　地元負担　－ 　総事業費　230,000千円
　地元負担　－ 　地元負担　－

4,400 0 0 0
0
0

3,500
880
20
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 工事進捗率　100% 工事進捗率　100% 工事進捗率　100%
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

　沢木漁港に衛生管理施設を整備することによ
り、ホタテ・サケの付加価値向上を図るとともに、
外郭施設を併せて整備することで、操業時の安全
性の確保を図る。

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 工事進捗率　100% 工事進捗率　100％
（継続無し） #DIV/0! 0%

・沢木地区（沢木漁港）水産

　流通基盤整備事業分担金
関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・沢木地区（沢木漁港）水産

　流通基盤整備事業債

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　（漁協分担金）

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債 3,500
そ 　の 　他 880

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 4,400

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 20

　地元負担　　　　４，４００千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　外防波堤（新設）L=55m 　北防波堤（新設）一式
　第3外防波堤（新設）L=40m 　北護岸（新設）L=50m

　総事業費　640,000千円 　地元負担　　4,400千円
○総事業費　　１，５８８，０００千円 　地元負担　－

　北防波堤（設計）一式 　-4.0m岸壁（設計）一式
　北護岸（設計）一式 　総事業費　178,000千円

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 100%
町民参加

無
町民協働

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 北海道

関 係 課
事業指標 工事進捗率

経営基盤の強化 ・総事業費　　2,900百万円

事 業 名 沢木地区（沢木漁港）水産流通基盤整備事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ ○平成３０年度～３９年度

単位施策

163



様式１　　

№ 09040100

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

雄武漁港作業保管施設前
排水環境整備　A=3,500㎡
　総事業費　20,000千円　
　地元負担　1,600千円

1,600 1,600 0 0
0
0
0

320 320
1,280 1,280

0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 用地改良　A=3,500㎡
年 度 達 成 率 0% #DIV/0! #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続
（継続有り） #DIV/0! #DIV/0!

　（漁協分担金）

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・農山漁村地域整備交付金

　事業（雄武漁港）分担金

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

○総事業費　　２０，０００千円
　地元負担　　　１，６００千円

事業指標 用地改良

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 A=3,500㎡
町民参加

無
町民協働

　北海道が行う各漁港維持補修に係る地元負担金

経営基盤の強化

事 業 名 漁港維持補修事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成30年度
事業主体 北海道

関 係 課
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様式１　　

№ 09040110

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

魚礁の撤去　５０基 魚礁の撤去　５０基 魚礁の撤去　５０基 魚礁の撤去　５０基 魚礁の撤去　５０基
○事業費　　　　１１，１６７千円 ○事業費　　　　１１，１６７千円 ○事業費　　　　１１，１６７千円 ○事業費　　　　１１，１６７千円 ○事業費　　　　１１，１６７千円
　・機材準備費　　　　６４８千円 　・機材準備費　　　　６４８千円 　・機材準備費　　　　６４８千円 　・機材準備費　　　　６４８千円 　・機材準備費　　　　６４８千円
　・回航費　　　　　　　６４８千円 　・回航費　　　　　　　６４８千円 　・回航費　　　　　　　６４８千円 　・回航費　　　　　　　６４８千円 　・回航費　　　　　　　６４８千円
　・撤去作業　　　 ７，９３０千円 　・撤去作業　　　 ７，９３０千円 　・撤去作業　　　 ７，９３０千円 　・撤去作業　　　 ７，９３０千円 　・撤去作業　　　 ７，９３０千円
　・諸経費          １，９４１千円 　・諸経費          １，９４１千円 　・諸経費          １，９４１千円 　・諸経費          １，９４１千円 　・諸経費          １，９４１千円

○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳 ○財源内訳
　・自己財源　　　　５，９９７千円 　・自己財源　　　　５，９９７千円 　・自己財源　　　　５，９９７千円 　・自己財源　　　　５，９９７千円 　・自己財源　　　　５，９９７千円
　・町補助金　　　　５，１７０千円 　・町補助金　　　　５，１７０千円 　・町補助金　　　　５，１７０千円 　・町補助金　　　　５，１７０千円 　・町補助金　　　　５，１７０千円

25,850 5,170 5,170 5,170
0
0
0
0

25,850 5,170 5,170 5,170
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 魚礁撤去数　50基 魚礁撤去数　50基 魚礁撤去数　50基
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 不要魚礁撤去事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武漁業協同組合

関 係 課
事業指標 魚礁撤去数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 50基/年
町民参加

無
町民協働

○総事業費　５５，８３５千円
○町補助金　２５，８５０千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　魚田沖ほたて操業海域に過去に放置されたと
される魚礁により、漁具（桁網）の損傷が相次いで
いる為、撤去作業を実施する。

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 5,170 5,170

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 5,170 5,170

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続無し）

第５期計画からの継続 魚礁撤去数　50基 魚礁撤去数　50基
（継続有り） 0% 0%
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様式１　　

№ 09040120

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給
・貸付残高　３２０，０００千円 ・貸付残高　３２０，０００千円 ・貸付残高　３２０，０００千円 ・貸付残高　３００，０００千円 ・貸付残高　３００，０００千円

【利子補給額】 【利子補給額】 【利子補給額】 【利子補給額】 【利子補給額】
　国　　２，０８０千円 　国　　２，０８０千円 　国　　２，０８０千円 　国　　１，９５０千円 　国　　１，９５０千円

【利子補給額】 　道　　２，０８０千円 　道　　２，０８０千円 　道　　２，０８０千円 　道　　１，９５０千円 　道　　１，９５０千円
　国　　１０，１４０千円 　町　　２，０８０千円 　町　　２，０８０千円 　町　　２，０８０千円 　町　　１，９５０千円 　町　　１，９５０千円
　道　　１０，１４０千円 　計　　６，２４０千円 　計　　６，２４０千円 　計　　６，２４０千円 　計　　５，８５０千円 　計　　５，８５０千円
　町　　１０，１４０千円

10,140 2,080 2,080 1,950
0
0
0
0

10,140 2,080 2,080 1,950
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 借入件数　80件 借入件数　80件 借入件数　80件
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 漁業近代資金利子補給事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 借入件数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 80件/年
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

漁業経営の近代化を推進する漁業者資金を貸付
ける金融機関に対して利子補給金を交付し、漁業
者の利息軽減化を行うことにより、漁業経営の安
定化を図る。

　計　　３０，４２０千円

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 2,080 1,950

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 2,080 1,950

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 借入件数　80件 借入件数　80件
（継続有り） 0% 0%
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様式１　　

№ 09040130

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給 融資金融機関への利子補給
・貸付残高　４２，７４０千円 ・貸付残高　３５，７９０千円 ・貸付残高　２８，８４０千円 ・貸付残高　２２，８８０千円 ・貸付残高　１６，９２０千円

　利子補給額 　利子補給額 　利子補給額 　利子補給額 　利子補給額
　　　道　　　　　　１１１千円 　　　道　　　　　　 ９３千円 　　　道　　　　　　 ７５千円 　　　道　　　　　　６０千円 　　　道　　　　　　 ４４千円
　　　町　　　　　　１１１千円 　　　町　　　　　　 ９３千円 　　　町　　　　　　 ７５千円 　　　町　　　　　　６０千円 　　　町　　　　　　 ４４千円

383 111 93 60
0
0
0
0

383 111 93 60
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 利子補給件数　9件 利子補給件数　9件 利子補給件数　9件
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化 　・貸付残高　10,960千円　利子補給額　29千円

事 業 名 漁業経営健全化促進資金利子補給事業 平成３６年度
　・貸付残高　　5,480千円　利子補給額　15千円

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ 平成３５年度

単位施策

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 利子補給件数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 9件/年
町民参加

無
町民協働

　　道　　　　　　  　　　２７５千円
　　町　　　　　　　　　  ２７５千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　燃油高騰等による経営環境の悪化した漁業者へ
の緊急支援として、低利な借換資金を融資する金

　利子補給額

融機関に対する利子補給を行い、漁業の経営健全
化を図る。

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 75 44

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 75 44

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 利子補給件数　9件 利子補給件数　9件
（継続有り） 0% 0%
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様式１　　

№ 09040140

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

洗浄施設整備（沢木地区）

○事業費　　１００，０００千円
　道補助金　　５０，０００千円
　町補助金　　　４，０００千円
　自己資金　　４６，０００千円

108,000 0 0 54,000
0

100,000 50,000
0
0

8,000 4,000
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 設置施設数　１箇所
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 漁業基盤整備事業（洗浄施設）

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成33年度～平成34年度
事業主体 雄武漁業協同組合

関 係 課
事業指標 設置施設数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 ２箇所
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

漁具（漁網・養殖籠等）の洗浄施設を町内２箇所 洗浄施設整備（魚田地区）
（沢木地区・魚田地区）集約して整備する。

　沢木地区　　９００㎡　（洗浄機器　３台） 　町補助金　　　　４，０００千円
　魚田地区　　９００㎡　（洗浄機器　３台） 　自己資金　　　４６，０００千円

○事業費　　　１００，０００千円
洗浄施設整備 　道補助金　　　５０，０００千円

　道補助金　１００，０００千円
　町補助金　　　８，０００千円　（補助残８％）

総事業費　　２００，０００千円

　自己資金　　９２，０００千円

50,000
地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 54,000

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 4,000

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

・北海道水産業振興構造
　改善事業補助金

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続無し）

第５期計画からの継続 設置施設数　１箇所
（継続有り） #DIV/0! 0%
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様式１　　

№ 09040150

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

水産物流通荷さばき施設
（元稲府漁港）
鉄骨平屋建て　778㎡

《工事施工》
総事業費　　３３６，９６０千円
　道補助金　１５６，０００千円
　町補助金　　１４，４７６千円
　自己資金　１６６，４８４千円

170,476 0 170,476 0
0

156,000 156,000
14,400 14,400

0
76 76
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 施設整備数　1棟
年 度 達 成 率 #DIV/0! 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 水産物流通荷さばき施設整備事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成31年度
事業主体 雄武漁業協同組合

関 係 課
事業指標 施設整備数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 1棟
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　水産物の集荷作業場（水揚げ・選別場・検量等
の施設）を整備する。

　鉄骨平屋建て　778㎡
水産物流通荷さばき施設（元稲府漁港）

　 町補助金　　１４，４７６千円（補助残８％）
　 自己資金　１６６，４８４千円

○総事業費　　３３６，９６０千円
　 道補助金　１５６，０００千円

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

・北海道水産業振興構造
　改善事業補助金

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続無し）

第５期計画からの継続
（継続有り） #DIV/0! #DIV/0!
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様式１　　

№ 09040160

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

冷凍機圧縮機整備 冷凍機圧縮機整備
　　１基　１，９４０千円 　　１基　１，９４０千円

ユニットクーラーデフロスト ユニットクーラーデフロスト
ヒーター更新 ヒーター更新
　　１基　１，４６０千円 　　１基　１，４６０千円

エバコン架台補修
　　２基　１，３００千円

8,100 3,400 4,700 0
0
0
0
0

8,100 3,400 4,700
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 機器更新　一式 機器更新　一式
年 度 達 成 率 0% 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

（継続無し）

（継続無し） #DIV/0! #DIV/0!
後期計画への継続 0% 0%

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

第５期計画からの継続

地　 方 　債
そ 　の 　他

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

　　２基　２，９２０千円

　　２基　１，３００千円

○冷凍機圧縮機整備（オーバーホール）
　　２基　３，８８０千円

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　水産冷蔵施設の機器について、老朽化のため
更新を行う。

○冷凍機　空冷リモートコンデンサーエバコン
 　架台補修

○ユニットクーラーデフロストヒーター更新

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 機器更新　一式
町民参加

無
町民協働

事業期間 平成30年度～平成31年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 機器更新

経営基盤の強化

事 業 名 水産冷蔵施設機器更新事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策
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様式１　　

№ 09040170

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

11 町有施設整備室
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

《実施設計・本体工事》
総事業費  400,000千円
道庫補助　123,300千円
町負担分　276,700千円

400,000 0 400,000 0
0

123,300 123,300
76,700 76,700

200,000 200,000
0
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 施設整備数　1棟
年 度 達 成 率 #DIV/0! 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 製氷・貯氷施設整備事業

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業期間 平成31年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 施設整備数

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 1棟
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

○総事業費　　４００，０００千円
 　道補助金　　１２３，３００千円
 　町負担分　　２７６，７００千円

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

・北海道水産業振興構造
　改善事業補助金

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　町内水産加工業者及び漁業者が鮮度保持用に
使用する氷を、安定して製氷・貯氷が行えるよう施
設を整備する。

後期計画への継続 0% 0%
（継続無し）

第５期計画からの継続
（継続無し） #DIV/0! #DIV/0!

・製氷・貯氷施設整備事業債

・財政調整基金繰入金
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様式１　　

№ 09040180

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

ウロ処理量　　940ｔ ウロ処理量　　1,100ｔ ウロ処理量　　1,100ｔ ウロ処理量　　1,100ｔ

行う。 　町補助金　　5,170千円 　町補助金　　6,050千円 　町補助金　　6,050千円 　町補助金　　6,050千円
町補助額　　5,500円/ｔ

23,320 5,170 6,050 6,050
0
0
0
0

23,320 5,170 6,050 6,050
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 ウロ処理量　　100％ ウロ処理量　　100％ ウロ処理量　　100％ ウロ処理量　　100％
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

経営基盤の強化

事 業 名 水産廃棄物処理料軽減対策事業

事業期間 平成30年度～平成33年度

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

町民参加
無

町民協働

事業主体 雄武町
関 係 課

事業指標 ウロ処理量
事業目標 100％/年

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

ほたて原貝の加工時に発生するほたてウロ等の
残渣物に対する廃棄物処理料の負担軽減対策を

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 6,050 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 6,050

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

（継続無し）

第５期計画からの継続
（継続有り） 0% #DIV/0!

後期計画への継続 0% 0%
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様式１　　

№ 09040190

1 会 計 区 分 1 一般会計
3
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

132 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

利子補給額　　540千円 利子補給額　　361千円 利子補給額　　180千円

対する利子補給 　※償還元金　　15,000千円 　※償還元金　　15,000千円 　※償還元金　　15,000千円

資金借入総額　　２１０，０００千円

　　利子補給総額　　 １１，８０６千円
     (平成２４年度～平成３２年度）

1,081 540 361 0
0
0
0
0

1,081 540 361
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 利子補給額　100％ 利子補給額　100％ 利子補給額　100％
年 度 達 成 率 0% 0% #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

事業期間 平成30年度～平成32年度

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【躍動感あふれる産業のまち・雄武】　 ～地域産業の振興と雇用の創出～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 水産業の振興
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策

事業主体 雄武町
関 係 課

事業指標 利子補給額
事業目標 100%/年

経営基盤の強化

事 業 名 水産廃棄物処理緊急改善対策事業資金利子補給事業

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

町民参加
無

町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

  ほたて貝のウロ処理プラントの更新等の水産
廃棄物処理施設改良事業に伴う、借入資金に

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 180 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 180

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

（継続無し）

第５期計画からの継続
（継続有り） 0% #DIV/0!

後期計画への継続 0% 0%
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様式１　　

№ 09040190

4 会 計 区 分 1 一般会計
14
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

10 建設水道課
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

541 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

200 0 0 0
0
0
0
0

200
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続 配水管清掃　L=85m
（継続有り） 0% #DIV/0!

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 200 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 200

　臨港道路排水管路の定期的な清掃により、排水
管路閉塞の解消を図り、雨水等の道路排水流量
の確保を図る。計

　
　
画
　
　
内
　
　
容

元稲府漁港臨港道路排水管路
清掃　Ｌ＝85ｍ

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

　元稲府漁港臨港道路清掃　Ｌ＝85ｍ

事業目標 Ｌ＝85ｍ
町民参加

無
町民協働

事業期間 平成32年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 配水管清掃

道路環境の向上 平成３５年度　２００千円

事 業 名 臨港道路排水管路清掃事業 平成３８年度　２００千円

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【快適感を満たす環境のまち・雄武】　 ～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 交通体系の整備
事 業 優 先 度 Ｂ

単位施策
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様式１　　

№ 09040210

4 会 計 区 分 1 一般会計
17
1 ○平成３５年度～３９年度　総事業費５００千円（100千円/年）

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 9 産業振興課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 2 ソフト事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　３０　年度 平成　３１　年度 平成　３３　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

・機器整備 ・機器整備 ・機器整備 ・機器整備 ・機器整備
・救助訓練 ・救助訓練 ・救助訓練 ・救助訓練 ・救助訓練

　○事業費　　　　　　５，０００千円 ・全道大会参加 ・全道大会参加 ・全道大会参加 ・全道大会参加 ・全道大会参加
　　・機器整備　　　　１，５００千円 ・講習会 ・講習会 ・講習会 ・講習会 ・講習会
　　・救助訓練　　　　２，０００千円
　　・全道大会　　　　１，０００千円　　　　 　○事業費　　　１，０００千円 　○事業費　　　１，０００千円 　○事業費　　　１，０００千円 　○事業費　　　１，０００千円 　○事業費　　　１，０００千円
　　・講習会費　　　　　　５００千円 　　・機器整備　　　３００千円 　　・機器整備　　　３００千円 　　・機器整備　　　３００千円 　　・機器整備　　　３００千円 　　・機器整備　　　３００千円

　　・救助訓練　　　４００千円 　　・救助訓練　　　４００千円 　　・救助訓練　　　４００千円 　　・救助訓練　　　４００千円 　　・救助訓練　　　４００千円
　　・全道大会　　　２００千円 　　・全道大会　　　２００千円 　　・全道大会　　　２００千円 　　・全道大会　　　２００千円 　　・全道大会　　　２００千円
　　・講習会費　　　１００千円 　　・講習会費　　　１００千円 　　・講習会費　　　１００千円 　　・講習会費　　　１００千円 　　・講習会費　　　１００千円
　○財源内訳 　○財源内訳 　○財源内訳 　○財源内訳 　○財源内訳
　　・自己財源　　　９００千円 　　・自己財源　　　９００千円 　　・自己財源　　　９００千円 　　・自己財源　　　９００千円 　　・自己財源　　　９００千円
　　・町補助金　　　１００千円 　　・町補助金　　　１００千円 　　・町補助金　　　１００千円 　　・町補助金　　　１００千円 　　・町補助金　　　１００千円

500 100 100 100
0
0
0
0

500 100 100 100
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 海難事故防止活動　３回 海難事故防止活動　３回 海難事故防止活動　３回 海難事故防止活動　３回 海難事故防止活動　３回
年 度 達 成 率 0% 0% 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
備　　 考 　　欄

　　　　　　　　　 　　　　　　　　第 ６ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　前 期 実 施 計 画 書

政策目標 【快適感を満たす環境のまち・雄武】　 ～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※前期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 消防・救急・防災体制の強化
事 業 優 先 度 Ｂ

単位施策

事業期間 平成30年度～平成34年度
事業主体 雄武救難所

関 係 課
事業指標 海難事故防止活動回数

災害予防対策の強化

事 業 名 救難所整備事業

全　　　体　　　計　　　画 平成　３２　年度 平成　３４　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 3回/年
町民参加

無
町民協働

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

海難事故防止活動に対する補助

　　・自己財源　　　　４，５００千円
　　・町補助金　　　　　　５００千円

　○財源内訳

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 100 100

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

一 般 財 源 100 100

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

後期計画への継続 0% 0%
（継続有り）

第５期計画からの継続
（継続有り） 0% 0%
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